
試行結果の公表 
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テーマ設定型（技術公募）「コンクリートのひび割れを遠方より検出できる技術」試行結果　公表案

株式会社環境総合テクノス ○○株式会社 ××株式会社

未登録 未登録 未登録
技術名称

ＮＥＴＩＳ登録状況
開発者

C2　デジタルカメラによるコンクリート表面遠隔調査手法 C00　コンクリートのひび割れを検出する技術

概要

現地において、デジタルカメラによるコンクリート表面の画像ならびに
トータルステーションにより調査対象構造物の座標を取得し、室内にお
いてパソコン処理により画像合成・劣化損傷図を作成する技術であ
る。
写真画像データを見ることにより、施主方によるひび割れの確認が容
易となる特徴を有している。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○…。

測定距離（今回） 約12m ○ｍ ○ｍ

試
行
条
件

対象物（箇所） 橋梁A（橋台、床板・主桁、橋脚） 橋梁A（○○、○○、○○）

測定状況

技
術
の
特
徴

必要な機器・装置等（点検） 一眼レフカメラ一式、トータルステーション、パソコン ○○○○○ ○○○○○

従来点検方法 目視によるひび割れ調査 目視によるひび割れ調査 目視によるひび割れ調査

必要な能力・資格等（分析） ＣＡＤ操作 ○○○○○ ○○○○○

必要な機器・装置等（分析） パソコン、解析プログラム ○○○○○ ○○○○○

現場制約（点検） ＰＣ梁側面が撮影角度が大きく撮影困難であった。 ○○により撮影に支障が生じた。 ○○により撮影に支障が生じた。

0.2mm 00mm 00mm

施工性

必要な能力・資格等（点検） 測量技師 ○○○○○

#REF! 000分・人 000分・人

最少測定幅 0.2ｍｍ 00mm 00mm

試
行
結
果

時間 ２４０分・人 000分・人 000分・人

安全性 問題なし ○○○に課題あり ○○○に課題あり

撤去人工 #REF! 000分・人 000分・人

測定人工 #REF! 000分・人 000分・人

技
術
情
報

最大測定距離 200m 00m

C00　コンクリートのひび割れを検出する技術

橋梁A（○○、○○、○○）

○○○○○

00m

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○…。

試行調査結果

【橋台】
ひび割れはほぼ全て発見され、ひび割れ長さは精度よく検出されてい
たが、ひび割れ幅には若干の誤差が見られた。
【床板・主桁】
ひび割れはほとんど発見できなかった。
【橋脚】
ひび割れはほぼ全て発見され、ひび割れ長さ・幅ともに精度よく検出さ
れていた。

※短時間で広範囲の測定ができた。

【橋台】
○○○…。
【床板・主桁】
○○○…。
【橋脚】
○○○…。

【橋台】
○○○…。
【床板・主桁】
○○○…。
【橋脚】
○○○…。

留意点
・ひび割れの抽出は、撮影した画像をもとに技術者が実施する。
・また、初期投資が大きく、トランシットの操作技能が必要である。

・○○については留意が必要。
・……。

・○○については留意が必要。
・……。

・○○が可能である。
・……。

測定最小幅（今回）

仮設が不要及び作業人員の減少になるなど向上が見込まれるが、
トータルステーション操作に係る習熟が必要。
また、測定面が近すぎると調査が困難になる。

○○○により向上が見込まれる。 ○○○により向上が見込まれる。

設置人工

優れた点

・標準では６ｍ角の範囲で撮影を行うため、撮影枚数が少なくなり費
用・時間の短縮につながる。
・トータルステーションにより対象構造物およびひび割れの座標のを取
得するため、損傷図の作成が容易。

・○○が可能である。
・……。

写真 写真

別紙２ 

発注者ニーズ（コンクリートのひび割れについて遠方から検出が可能な技術）に基づき、技
術公募し、 29件の技術（カメラ21件、レーザー4件、ロボット4件）について現場で活用・評価。 
評価結果について維持管理支援サイトにて公表。 

テーマ設定型（技術公募）「コンクリートのひび割れを遠方より検出できる技術」試行結果

○○株式会社 ××株式会社

未登録 未登録

○ｍ ○ｍ

技術名称
ＮＥＴＩＳ登録状況

開発者

C00　コンクリートのひび割れを検出する技術

概要
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○…。

測定状況

従来点検方法 目視によるひび割れ調査 目視によるひび割れ調査

試
行
条
件

対象物（箇所） 橋梁A（○○、○○、○○）

測定距離（今回）

必要な能力・資格等（分析） ○○○○○ ○○○○○

技
術
の
特
徴

必要な機器・装置等（点検） ○○○○○ ○○○○○

現場制約（点検） ○○により撮影に支障が生じた。 ○○により撮影に支障が生じた。

必要な機器・装置等（分析） ○○○○○ ○○○○○

○○○○○

000分・人設置人工

00mm

施工性 ○○○により向上が見込まれる。

最小測定幅 00mm 00mm

000分・人

【参考】

・○○については留意が必要。
・……。

測定最小幅（今回） 00mm

試
行
結
果

時間 000分・人

000分・人

試行調査結果

【橋台】
○○○…。
【床板・主桁】
○○○…。
【橋脚】
○○○…。

留意点

技
術
情
報

最大測定距離 00m

000分・人

安全性 ○○○に課題あり ○○○に課題あり

撤去人工

00m

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○…。

【橋台】
○○○…。
【床板・主桁】
○○○…。
【橋脚】
○○○…。

・○○については留意が必要。
・……。

・○○が可能である。
・……。

○○○により向上が見込まれる。

000分・人

000分・人

優れた点
・○○が可能である。
・……。

C01　コンクリートのひび割れを検出する技術

橋梁A（○○、○○、○○）

○○○○○

000分・人

測定人工

必要な能力・資格等（点検）

写真 写真

本技術による測定が 
可能な最大測定距離と、 
検出可能なひび割れ幅 
（申請者からの参考情報） 

今回の試行にあたって確認
できた技術の特徴 

検出できたひび割れの数・長さ、
幅等に応じて記載 
【例】ひび割れ数 
１００％発見＝全て発見 
７５％以上発見＝ほぼ全て発見 
５０％以上発見＝概ね発見 
５０％未満＝ほとんど発見されず 

今回の試行対象とした 

構造物（橋梁・トンネル等）、
（）内は各技術が測定できた
箇所・数量 

今回の試行における対象物 
までの距離 

今回の試行に要した人工 

（評価結果表の記載内容） 

→同じ構造物で試行した技術を  
 同一シートにて公表 

「コンクリートのひび割れについて遠方より検出が可能な技術」評価結果について 

平成２５年７月に実施した公募について、現場において試行を 
行った技術の評価結果を公表いたします【（）は評価技術数】。 

「お知らせ」に掲載 

 
各評価結果表が閲覧可能 

・橋梁（１１）  ・トンネル（４）  ・ダム（１）  ・建築物（１） 
・擁壁（７）  ・港湾（１）    
・ロボット（飛行系）（３）  ・ロボット（走行系）（１） 


